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南九州西回り自動車道阿久根川内道路決起大会 
（令和８年５月  摩川内市 SS プラザせんだい） 

南九州西回り自動車道 

「阿久根川内道路」に関する 

要 望 書 

令和８年９月 

南九州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力会 



南九州西回り自動車道の整備促進につきましては、日頃から格別の御高配を賜り

厚くお礼申し上げます。  
 
 南九州西回り自動車道を含む高規格道路の整備は、地域間を結ぶ広域的な高速交通

ネットワークを形成するものであり、九州の一体的な浮揚・発展に大きく寄与するも

のと期待が寄せられています。  
また、高速交通体系の整備は、地域の発展はもとより、地震・台風・記録的大雨等

の災害時における緊急輸送路や避難道路としての役割など、地域の実情に即した社会

基盤の強化を進める上で、極めて重要な役割を担っています。  
 

さて、南九州西回り自動車道「阿久根川内道路」（延長 22.4 キロメートル）は、平

成 27 年度に事業認可され、阿久根ＩＣから（仮称）西目ＩＣ間及び（仮称）湯田西方

ＩＣから 摩川内水引ＩＣ間の工事が鋭意進められており、さらに、令和５年 10 月に

は（仮称）大川ＩＣから（仮称）湯田西方ＩＣ間の設計説明会が行われ、令和６年度

より用地取得に着手するなど、地域住民の早期完成へ向けた期待が益々高まっている

ところです。  
各関係機関の御尽力により、着実に事業が進められていることに深く感謝申し上げ

ます。  
 

「阿久根川内道路」の開通は、南九州西回り自動車道全体の未整備区間の解消をは

じめ、産業振興や観光振興、農林水産業の活性化等多岐に渡るストック効果が現れ、

長期にわたり地域経済が成長していくものと期待されています。  
一方、20 年運転延長された九州電力株式会社川内原子力発電所に近接する本道路は

原子力災害発生時における周辺地域の住民の広域避難や物資の緊急輸送などの機能を

持つ重要な道路として、地域住民の安全・安心に繋がるものと考えています。また、

南九州西回り自動車道は、令和２年７月豪雨では、通行不能となった国道３号の代替

路として大きな役割を果たしました。  
このような中、激甚化・頻発化する災害による脅威に対応するため、平時・災害時

を問わず、安定的な人流・物流を支える広域交通ネットワークの構築に集中的に取り

組む必要があると考えるところです。  
 

つきましては、阿久根川内道路の整備は、沿線地域の民間投資の誘発や生産性の向

上など、豊かな暮らしの礎となる地域づくりを進める上で必要不可欠な道路です。  
また、インフラ投資は地域経済を下支えするものであることから、今後も地元調整

や用地取得等の事業実施に対して積極的に協力して参る所存でありますので、地元住

民の思いを御賢察いただき次の事項につきまして特段の御理解と御高配を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。  
 
 

令和８年９月  
 南九州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力会  
  会 長（阿久根市長）   西 平 良 将  
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１ 南九州西回り自動車道のような高規格道路は、国の根幹的な施設であり、

今後の国及び地域の社会・経済活動を支える重要な社会基盤であることか

ら、迅速かつ着実に整備していただきたい。 
 

２ 地域の安全・安心のため、国土強靱化実施中期計画に基づき、道路整備に

必要な予算・財源を例年以上の規模で確保し、計画的に事業を推進するこ

と。また、同中期計画を着実に進めるため、今後の資材価格・人件費高騰等

の影響については予算編成過程で適切に反映するとともに、必要な予算・財

源を通常予算とは別枠で満額確保し、継続的・安定的に取り組んでいただき

たい。 
 

３ 平時・災害時を問わず安定した人・モノ・情報の移動を確保し、産業・観

光の振興による地域経済の活性化、ひいては我が国の生産性向上を図るた

め、また、災害時においては、避難や救急救命・復旧活動等を支えるため、

南九州西回り自動車道の未整備区間を早期に解消し、国道３号とのダブルネ

ットワークを構築するよう予算の重点配分を行っていただきたい。 
 

４ 阿久根川内道路の全区間において、用地取得や工事に着手するなど、更な

る整備推進を図っていただきたい。 

 

５ 阿久根川内道路の供用目標年次を明確にし、着実に整備を推進していただ

きたい。  

 

６ 災害に強い高速道路ネットワークを構築するため、また、近年の激甚化・

頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するため、地方整備局など

の体制強化や必要となる資機材の更なる確保の取り組みを図っていただき

たい。 
 

 

 これらの項目も踏まえ、山積する道路整備の課題に対応していくため、新た

な財源の創設等により、令和９年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も

加味した上で、所要額を満額確保すること。 
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全体計画 Ｌ＝１４２ｋｍ
供用延長 Ｌ＝１０３ｋｍ
供 用 率 ７３％

南九州西回り自動車道の全線開通により
輸送時間短縮でデイワン圏域が大きく拡大

「コンパクト＋ネットワーク」を推進し、
広域的な経済・生活圏の形成！

沿 線 地 域 の 企 業 立 地 件 数

南九州西回り自動車道沿線地域には、東町漁協のブリをは
じめ、出水の紅甘夏などのかごしまブランド産地に指定され
ている作物の生産が多く、その出荷の多くがトラック輸送に

頼っており、南九州西回り自動車道の整備によって輸
送時間が短縮され、出荷時の鮮度保持や販路拡大につ
ながる。

南九州西回り自動車道沿線は
かごしまブランド産地に指定され
ている農水産物の生産が多い

災害に強いネットワークの形成

・一般国道３号とのダブルネットワーク形成
・九州縦貫自動車道の代替ルートとして機能

将来のデイワン圏域

現在のデイワン圏域

農水産物の輸送の迅速化

南九州西回り自動車道の開通区間は，一般国道３号とのダ
ブルネットワークが形成され、災害発生時に代替路としての
機能を発揮している。また、整備を推進することにより、九
州縦貫自動車道の代替ルートとして機能し、災害に強い国土
幹線道路ネットワーク等の構築に寄与する。

沿線地域：八代市、芦北町、水俣市、
出水市、阿久根市、薩摩川内市

「川内港久見崎みらいゾーン」分譲中！
南九州西回り自動車道の全線開通を見据え、川内港に近

接し、薩摩川内水引ＩＣからも車で約１０分の薩摩川内市久
見崎町において、次世代エネルギーを中心とした産業集積
や物流拠点整備などを目的に、整備を進めていた産業用地
(14.8ha)を分譲中。

〇川内港
国際定期コンテナ航路２航路週４便運航

・韓国(釜山)航路が就航し、世界への物流ルートを確保
・近年、コンテナの年間取扱量は２万TEUを超え、原木
取扱量は増加傾向

・船舶の大型化や貨物の更なる増大に対応するため、
国際物流ターミナルを整備中（R8.3末 暫定供用）
⇒南九州西回り自動車道を活用した物流の増大に期待

海の拠点との連携強化

八代日奈久道路
L=12.0km

日奈久芦北道路
L=16.8km

川内原発

薩摩川内水引IC～鹿児島IC
L=46.2km

重要港湾
川内港

出水阿久根道路
L=14.9km

平成29年11月12日
全線供用

芦北IC～水俣IC
L=13.3km 津奈木

田浦

日奈久

水俣

芦北

重要港湾
八代港 八代ＪＣＴ

出水

(袋)

野田

高尾野北

(出水北)

阿久根

(西目)

阿久根北

(大川)

薩摩川内都

川内港
久見崎

みらいゾーン

(湯田西方)

薩摩川内水引

薩摩川内高江

串木野

美山

市来

松元

鹿児島

伊集院

えびの
JCT

加治木
ＪＣＴ・IC

鹿児島西

八代南

鹿児島北

薩摩吉田

姶良

桜島SIC

溝辺鹿児島空港

横川

栗野

えびの

人吉球磨SIC

人吉

八代

九
州
縦

貫
自
動
車

道

養殖ぶり水揚げ量全国１位
東町漁協(長島町)のぶり

南

九
州

西

回
り

自

動

道

・一般国道３号との
ダブルネットワーク形成

・九州縦貫自動車道の
代替ルート

出水の麓武家屋敷群 Ｅ１０

Ｅ７８

Ｅ３

隼人西

隼人東
国分

供 用 中
事 業 中

凡　　例

重要港湾
鹿児島港

熊本県ダブルネットワークによる
交通機能確保 !!

令和２年７月豪雨
国道３号 佐敷トンネル付近

車
長島地区のばれいしょ

企業立地により
新たな雇用の創出・地域経済の浮揚発展に大きく期待！

Ｅ３Ｅ３Ａ

芦
北
出
水
道
路

出水の紅甘夏

阿久根のボンタン

立地協定
(株)マルハニチロ物流
平成28年8月工場新設

阿久根川内道路
L=22.4km 整備中

水俣IC～出水IC
L=16.3km 整備中

立地協定
京セラ(株)鹿児島川内工場
・令和元年8月工場増設
・第23工場稼働準備中

R7.2
大川～湯田西方間
用地買収着手

R7.2
大川～湯田西方間
用地買収着手

R10開通予定！
水俣IC～出水IC間
R10開通予定！

水俣IC～出水IC間 R7.12
境川橋(仮称)連結式開催！

R7.12
境川橋(仮称)連結式開催！

南九州西回り自動車道の整備推進

-12.0m岸壁

新たなコンテナヤードの確保

公園利用者の増加

H31.3.2 供用
津奈木IC～水俣IC

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外貿コンテナ(実入り)

外貿コンテナ(空)

内貿コンテナ(実入り)

内貿コンテナ(空)

(TEU)

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

原木の輸出量（トン）

コンテナ取扱個数の推移（TEUベース）

H27.3供用
阿久根北IC
～阿久根IC

H27.3供用
薩摩川内高江IC
～薩摩川内都IC

H29.3供用
髙尾野北IC～

野田IC

H29.11供用
出水IC

～髙尾野北IC

H31.3供用
津奈木IC
～水俣IC

H25.3供用
薩摩川内水引IC
～薩摩川内高江IC

H28.2供用
芦北IC

～津奈木IC

H27.12供用
野田IC

～阿久根北IC

水俣病処理の際、原因物質である水銀を含むヘドロが溜まっていた水俣湾を埋め
立てて作られた複合公園 「エコパーク水俣」 の県内外からの利用客数が増加

バラ園

H31.3.2 津奈木IC～水俣IC
供用後の年間利用客数

開通前の

道の駅みなまた

5



南九州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力会名簿  

                       
令和８年９月現在  

役    職  氏    名  

会 長 阿久根市長  西平 良将 

副会長  摩川内市長  田中 良二 

監 事 阿久根市議会議長  牟 田  学 

監 事  摩川内市議会議長  下園 政喜 

会 員 鹿児島県北薩地域振興局建設部長  小 濵  磨 
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野田

(袋)

令和８年９月現在

宮崎空港

（高速自動車国道）

Ｌ＝約２２ｋｍ

東
九
州

鹿児島空港

薩摩川内水引）

八代港

鹿児島港

池田湖

川内原
子力
発電所

事業中区間

未事業化区間

(夏井)

(

奈
留)

(

串
間)

南
郷

(油津)

阿久根
川内道路

整備中区間
(阿久根～

Ｅ３Ｅ３Ａ

Ｅ１０

Ｅ７８

Ｅ３
Ｅ１０

乙房

大
隅
縦
貫
道

鹿屋串良JCT
笠之原

高

尾

野

佐
志

野

坂

さ
つ
ま

泊
野

志布志有明

4 芦北

5 津奈木

水俣6

(出水北)

9 出水

10 高尾野北
11

12 阿久根北

13 阿久根

(西目)

(大川)

(湯田西方)

17 薩摩川内水引

18 薩摩川内高江

19薩摩川内都

25-1

加治木JCT

42
41

38 曽於弥五郎

37-1 野方

32日南東郷

31日南北郷

3-1

山之口SIC

4 田野
30-1
清武南

28-1国富SIC

18 八代

18-1
八代JCT

2 日奈久

3 田浦

1
八代南

20 串木野

21市来

美山

25-2桜島SIC

26 姶良

27 薩摩吉田

伊集院
松元

鹿
児
島

28 鹿児島北

19 人吉

19-1
人吉球磨SIC

20 えびの

21
えびのJCT

22 栗野

23 横川

24 溝辺鹿児島空港

25

加

治

木
隼 隼人東 40国分
人
西

39
末吉財部

1 小林

2高原

3 都城

28西都

17-1 宇城氷川SIC

29 宮崎西

30 清武

4-1 清武JCT

37 36大崎

35-1
35
志布志

5 宮崎

指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

鹿
児山 田 29
島
西
谷山

川辺

知覧

頴娃

南九州川辺ダム

九州の高速道路ナンバリング路線

南九州川辺

南九州知覧

南
薩
縦
貫
道

428

九州縦貫
自動車道

東 九 州
自動車道

南九州西回り
自動車道

八代市～水俣市～出水市
～阿久根市～薩摩川内市～鹿児島市

路 線 名路線番号

九州自動車道Ｅ３

南九州自動車道Ｅ３Ａ

東九州自動車道(北九州～清武)､宮崎自動車道Ｅ１０

大分自動車道(日出～鳥栖)､長崎自動車道Ｅ３４

西九州自動車道Ｅ３５

九州横断自動車道延岡線Ｅ７７

東九州自動車道(清武～加治木)Ｅ７８ 薩摩川内市 阿久根市

436

（高速自動車国道）

佐伯

門川

日向

都農

宮崎

Ｅ３

Ｅ３４

Ｅ３４

Ｅ３５

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ１０

Ｅ７７

Ｅ１０

Ｅ７８

Ｅ３

（油津）
（奈留）

日南北郷

日南東郷

清武南

要
望
区
間

日出JCT

速 見

大分米良

宇佐

椎田南
みやこ豊津

苅田北九州空港

門司
北九州JCT

延岡JCT

鳥栖JCT

佐
々

武雄JCT

長崎

末吉財部

鹿屋串良JCT

(

夏
井)

志布志

隼
人
東

嘉島JCT

熊本

八代JCT

鹿児島

えびのJCT

清武JCT

加治木JCT

Ｅ３Ａ

Ｅ３

水俣

出水

阿久根

薩摩川内水引

薩摩川内都

福岡

高 規 格 道 路 概 要 図


